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図 6．右肩衣文線部分






第三四世として晋山、その後同四年に知恩寺に転住したという。天明八年二月に起った大火によって門末類焼一八箇寺に金と米を施し、同年には厄払い 百万会を修したこ がわかる。また、 『獅子伏象論』中末
(
8)には、天明







ある。 「杜多」は頭陀と同じくd h ū t aの音写語で、煩悩の塵垢を振り払うため衣食住に関す 貪りなどを律する厳しい出家生活法を指すといい、それ 肩書のように示して用いていると考えられる
(
9)。拝した当初は本銘の位置
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